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2010 年代の安倍政権の外交・国内政策を考察したハンドブック 

 
故安倍晋三氏以上に、近年の日本の政治的景観を支配した指

導者はいません。これを前提として、本書の主な目的は 2010 年

代という、安倍氏が内閣総理大臣であった期間と大いに重なる

10 年間における日本の外交・国内政策を考察・評価することで

す。しかしながら本書は、単なる安倍氏のリーダーシップ研究以

上のものであり、学際的アプローチを包含することで外交史・政

治史の伝統的展望を超えた試みとなっています。従って本書に

は歴史家や政治学者だけでなく、社会学者、経済学者、法曹、ジ

ャーナリスト、外交の実務家なども寄稿しています。この多様性

が、日本がこの 10 年で直面した多くの課題とその対処を明らか

にし、広範なトピックやテーマを考察することを可能にします。

加えて、17 の事例研究としても活用することができ、強力かつ

論争の的となる安倍政権の前例のない政治的安定性によって特徴

づけられるこの 10 年間において、日本に何が起きたのかを説明する実証的・分析的発見を

提供します。 
本書を日本政治、日本研究、国際政治、日本の外交政策、安倍政権下の日本に関心を持

つ研究者にお勧めいたします。 
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